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第 3 章 生物（1 年） 高校入試過去問題 
いろいろな生物 

3100 
身近な生物 

 

[問題 1] (岩手 2022 年 2 月) 
 家のまわりで見つけた動物を，次のように分類しました。 

これについて，あとの問１～問４に答えなさい。 

 家のまわりで次の動物を見つけた。 

 

 表Ⅰは，  の動物を「体表のようす」で分類し，まとめたものである。 

表Ⅰ 

 

 表Ⅱは，  の動物を「呼吸の方法」で分類し，まとめたものである。 

表Ⅱ 

 

問１  で，見つけた動物はすべてセキツイ動物です。次のア～エのうち，地球上に最初に現れたと考え

られているセキツイ動物はどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア ハチュウ類 イ 両生類 ウ 魚類 エ ホニュウ類 

問２ バッタの体表は，セキツイ動物と異なり，からだがかたい殻でおおわれて

います。このからだを支えたり保護するための殻を何といいますか。 

ことばで書きなさい。 
 

問３  で，次のア～エのうち，動物が呼吸でとり込んだ気体によって細胞内で起きていることとして，

最も適当なものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 二酸化炭素とデンプンから，光のエネルギーを使い，酸素と水がつくられる。 

イ 二酸化炭素と水から，光のエネルギーを使い，酸素とデンプンがつくられる。 

ウ 酸素を使って養分からエネルギーがとり出され，二酸化炭素と水ができる。 

エ 酸素を使って養分からエネルギーがとり出され，二酸化炭素とデンプンができる。 
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問４  で見つけた動物を，「子のうみ方」または「体温の調節方法」で分類し，表を完成させるとどうな

りますか。分類のしかたをどちらか一つ選んで  で囲み，（ Ａ ）と（ Ｂ ）にはあてはま

る特徴を，（ Ｘ ）と（ Ｙ ）にはあてはまるすべての動物を，それぞれことばで書きなさい。 

分類のしかた 子のうみ方 ・ 体温の調節方法 

特徴 （ Ａ ） （ Ｂ ） 

動物 （ Ｘ ） （ Ｙ ） 
 

 
[解答欄] 

問１  

問２  

問３  

問４ 

分類の 

しかた 
子のうみ方 ・ 体温の調節方法 

特徴 

Ａ 

 

Ｂ 

 

動物 

Ｘ 

 

Ｙ 
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[問題 2] (静岡 2022 年 2 月) 
いろいろな生物とその共通点，生物の体のつくりとはたらき及び自然と人間に関する問１～問３に 

答えなさい。 

問１ 図３は，ある森林の中の一部の生物を，食物連鎖に着目して分けた模式図である。 

① ⓑのネズミはホニュウ類，ⓒのタカは鳥類に

分類される。次のア～エの中から，ネズミとタ

カに共通してみられる特徴として，適切なもの

を２つ選び，記号で答えなさい。 

ア えらで呼吸する。 

イ 肺で呼吸する。 

ウ 背骨がある。 

エ 体の表面はうろこでおおわれている。 

図３ 

 
（注） 矢印（ ）は食べる・食べられるの関係を表し，

矢印の先の生物は，矢印のもとの生物を食べる。 

② ネズミには，ヒトと同様に，外界の刺激に対

して反応するしくみが備わっている。図４は，

ヒトの神経系の構成についてまとめたもので

ある。図４の（  ），（  ）のそれぞれ

に適切な言葉を補い，図４を完成させなさい。 

図４ 

 

③ 森林にある池を観察すると，水中にコイの卵があった。また，池の近くにはトカゲの卵があった。

コイは水中に産卵するのに対して，トカゲは陸上に産卵する。トカゲの卵のつくりは，体のつくりと

同様に，陸上の生活環境に適していると考えられる。トカゲの卵のつくりが陸上の生活環境に適して

いる理由を，コイの卵のつくりと比べたときの，トカゲの卵のつくりの特徴が分かるように，簡単に

書きなさい。 

④ 図３の，ⓑの生物とⓒの生物の数量のつり合いがとれた状態から，何

らかの原因でⓒの生物の数量が減少した状態になり，その状態が続いた

とする。図５は，このときの，ⓑの生物とⓒの生物の数量の変化を模式

的に表したものである。図５のように，ⓑの生物の数量が増加すると考

えられる理由と，その後減少すると考えられる理由を，食物連鎖の食べ

る・食べられるの関係が分かるように，それぞれ簡単に書きなさい。た

だし，ⓑの生物の増減は，図３の食物連鎖のみに影響されるものとする。 

図５ 

 



CloudSeminar 

－ 4 － 

問２ 図６のように，森林の土が入ったビーカー

に水を入れて，よくかき混ぜてから放置し，

上ずみ液を試験管Ａ，Ｂに移した。試験管Ｂ

内の液だけを沸騰させたのちに，それぞれの

試験管に，こまごめピペットでデンプン溶液

を加えて，ふたをして数日間放置した。その

後，それぞれの試験管にヨウ素液を加えて色

の変化を調べたところ，試験管内の液の色

は，一方は青紫色に変化し，もう一方は青紫

色に変化しなかった。 

 ヨウ素液を加えたとき，試験管内の液の色

が青紫色に変化しなかったのは，Ａ，Ｂどち

らの試験管か。記号で答えなさい。また，そ

のように考えられる理由を，微生物のはたら

きに着目して，簡単に書きなさい。 

図６ 

 

問３ 植物などの生産者が地球上からすべていなくなると，水や酸素があっても，地球上のほとんどすべ

ての動物は生きていくことができない。植物などの生産者が地球上からすべていなくなると，水や酸

素があっても，地球上のほとんどすべての動物が生きていくことができない理由を，植物などの生産

者の果たす役割に関連づけて，簡単に書きなさい。 
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[解答欄] 

問１ 

①  

② 

  

   

③  

④ 

増加  

減少  

問２ 

記号  

理由  

問３  
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[問題 3] (石川 2022 年 2 月) 
次のメモは，動物の特徴について，吉田さんが調べて書いたものの一部である。 

これを見て，以下の各問に答えなさい。 

 

  

問１ 多細胞生物の細胞は，一つ一つばらばらに存在するのではなく，形やはたらきが同じものが集まっ

ている。このような，形やはたらきが同じ細胞の集まりを何というか，書きなさい。 

問２ Ⅰについて，カエルの生活の場所が，水中と陸上の両方になるのはなぜか，その理由を，呼吸のし

かたに着目して書きなさい。 

問３ Ⅱについて，次の(1)～(3)に答えなさい。 

(1) グループＡとグループＢは，どのようなからだのつくりをもとに分類したものか，書きなさい。 

(2) 次の文は，グループＢについて述べたものである。文中の①にはあてはまる生物名を，②にはあて

はまる語句をそれぞれ書き，文を完成させなさい。 

グループＢの中で，軟体動物は（ ① ）である。軟体動物には内臓を包む膜があり，それを

（ ② ）という。 

(3) グループＤのカナヘビについて，気温と体温の関係を表すグラフはどれか，次のア～エから最も適

切なものを１つ選び，その符号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

    

問４ 図の鳥は肉食であり，獲物をとらえるために適した特徴をいくつかもっている。

そのうち，図からわかる目の特徴について書きなさい。 

また，その特徴の利点を書きなさい。 
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[解答欄] 

問１  

問２  

問３ 

(1)  

(2) 

①  

②  

(3)  

問４ 

特徴  

利点  
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[問題 4] (栃木 2022 年 2 月) 
身近な動物である，キツネ，カニ，イカ，サケ，イモリ，サンショウウオ，マイマイ，カメ，ウサギ， 

アサリの 10 種を，二つの特徴に着目して，次のように分類した。 

【背骨の有無】 

 

【呼吸のしかた】 

 

このことについて，次の問１，問２，問３に答えなさい。 

問１ 背骨がないと分類した動物のうち，体表が節のある外骨格におおわれているものはどれか。 

ア カニ イ イカ ウ マイマイ エ アサリ 

問２ (z)に入る次の説明文のうち，①，②，③に当てはまる語をそれぞれ書きなさい。 

子はおもに（ ① ）で呼吸し，親は（ ② ）と（ ③ ）で呼吸する 

問３ 次の     内の文章は，キツネとウサギの関係についてまとめたものである。①に当てはまる語を

書きなさい。また，②に当てはまる文として最も適切なものは，次のア，イ，ウ，エのうちどれか。 

自然界では，植物をウサギが食べ，ウサギをキツネが食べる。このような食べる・食べられるの関係

でつながった，生物どうしの一連の関係を（ ① ）という。また，体のつくりをみると，キツネはウ

サギと比べて両目が（ ② ）。この特徴は，キツネが獲物をとらえることに役立っている。 

ア 側面についているため，視野はせまいが，立体的にものを見ることのできる範囲が広い 

イ 側面についているため，立体的にものを見ることのできる範囲はせまいが，視野が広い 

ウ 正面についているため，視野はせまいが，立体的にものを見ることのできる範囲が広い 

エ 正面についているため，立体的にものを見ることのできる範囲はせまいが，視野が広い 

 
[解答欄] 

問１  

問２ 

①  

②  

③  

問３ 

①  

②  
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[問題 5] (福島 2022 年 2 月) 
次の観察について，問１～問４に答えなさい。 

観察１ 

４種類の植物の地下のつくりを調べるため，土をほって横から観察した。図１は，地下のつくり

を模式的に表したものであり，点線は地面の位置を示している。 

図１ 

 

観察２ 

４種類の植物の水の通り道について調べるため，それぞれの植物

を図１の地面の位置で切断し，地上部を採取した。次に，図２のよ

うに，採取した地上部を深さ５㎜の色水につけた。１時間後，切断

面から 15 ㎜離れた部分を輪切りにして切片を作成し，双眼実体顕

微鏡を用いて観察した。図３は，観察した切片の断面のようすを模

式的に表したものである。  は色水で染まった部分を示している。 

図２ 

 

図３  

 

問１ 図１について，地下を水平にのびるＸを何というか，漢字３字で書きなさい。 

問２ 根について述べた文として誤っているものを，次のア～エの中から１つ選びなさい。 

ア 根には，葉でつくられた養分の通り道で，生きた細胞である師管がない。 

イ 根には，水や肥料分の通り道で，死んだ細胞である道管がある。 

ウ 根は，綿毛のような根毛があることで，多くの水や肥料分をとりこめる。 

エ 根は，土の中に張りめぐらされることで，植物の地上部を支えるはたらきをする。 

問３ 双眼実体顕微鏡について述べた文としてあてはまらないものを，次のア～エの中から１つ選びなさい。 

ア 反射鏡を調節して，視野全体が均一に明るく見えるようにする。 

イ 鏡筒を調節して，左右の視野が重なって１つに見えるようにする。 

ウ 倍率は，接眼レンズの倍率と対物レンズの倍率をかけ合わせたものになる。 

エ 観察するものを拡大して，立体的に観察するのに適している。 
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問４ 次の文は，観察から植物の分類について考察したものである。あとの①，②の問いに答えなさい。 

観察１から，ツユクサはひげ根を，ヒメジョオンは主根と側根をもつため，それぞれ被子植物の単

子葉類と双子葉類に分類することができる。 

観察２のツユクサとヒメジョオンの切片の断面において，色水で染まった部分は，維管束の中にあ

る，根から吸収した水の通り道を示しており，切片の断面の特徴からも，ツユクサとヒメジョオンは，

それぞれ単子葉類と双子葉類に分類することができる。また，スギゴケは，切片の断面に，他の３種

類の植物に見られる          ことから，コケ植物に分類することができる。 

① 下線部について，単子葉類と双子葉類を分類する切片の断面の特徴を，それぞれの特徴を明らかにし

て，維管束ということばを用いて書きなさい。 

②      にあてはまることばを書きなさい。 

 
[解答欄] 

問１  

問２  

問３  

問４ 

①  

②  
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